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衝突脱ガスと大気剥ぎ取りによる地球大気形成：後期集積天体組成の制約

Impact degassing and atmospheric erosion on early Earth: constraints

on the late accretion impactors
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　地球に存在する揮発性元素の起源を解明することは，大気や海洋, さらには生命の起源を探る上で非常に重

要である． 地球大気は主に，後期天体集積による衝突脱ガスによってもたらされた揮発性元素によって形成さ

れたと考えられている(e.g. de Niem et al. 2012)．ただし, 衝突天体の組成については現時点で正確なことは分

かっていない． 

 

　本研究では, 特に炭素質コンドライトに比べて地球のC/H比およびN/H比が小さいこと (e.g. Pontoppidan et

al. 2014)に着目し, 後期天体集積期にこれを再現する条件を探る. 原始惑星への天体衝突における衝突脱ガスと

大気剥ぎ取り(Svetsov 2000, Shuvalov 2009)について，大気組成(CO2, H2O, N2+希ガスの3成分を仮定)を考

慮した大気進化を計算した．初期地球表層では，現在の地球と同様に海洋と炭素循環による炭酸塩固定の存在

を仮定し，H2OやCO2の海洋・炭酸塩への分配も考慮した．衝突天体組成については，その揮発性元素含有量

をパラメータとし，計算結果と現在の地球大気中の揮発性元素量を比較した． 

 

　衝突脱ガスによる大気進化では十分時間が経つと供給と損失がつりあう定常状態に近づくことが分

かった．その定常量は，衝突総質量ではなく衝突天体組成に依存して変化した．特に惑星内部に取り込まれに

くく，安定して大気に分配される希ガスやN2の存在量に着目すると，その獲得量は衝突天体組成に依存し，揮

発性元素量が少ないほどより少量のN2, 希ガス量で定常状態に収束することが分かった．炭素質コンドライト

的な揮発性成分含有量が多い衝突天体より，エンスタタイトコンドライト的な揮発性成分含有量が少ない衝突

天体の場合に現在のN2存在量をよく再現できることが分かった．また講演ではC/H比およびN/H比の衝突天体

組成依存性についても議論する． 
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